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高砂市議会だよりの表紙写真を公募しています。
詳しくは、高砂市議会ホームページをご覧ください。

高砂市手話言語条例を議員提案で策定しました

「横田英樹市議会議員の辞職を求める請願書」について

【手話言語条例とは？】
 手話が言語であるとの認識に基づき、ろう者及び手話に関す
る基本理念その他基本的な事項を定めることにより、全ての市
民が安心して暮らし、相互に人格と個性を尊重する共生社会
を実現することを目的とするものです。

【条例の一部を紹介】
 市の責務
 手話に対する市民の理解を促進し、ろう者の自立及び社会参加を支援するとともに、手話の普及並びに市民及び
 事業者が手話を使いやすい環境の整備に努めるものとする。

 市民の役割
 基本理念に対する理解を深め、手話に関する市の施策に協力するよう努めるものとする。

 施策の策定
 （1）手話への理解の促進及び手話の普及のための施策
 （2）手話に関する情報の提供及び手話を使いやすい環境整備に関する施策
 （3）手話による意思疎通の支援に関する施策
 （4）前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める施策

【策定の経緯】
 2019年６月………… 陳情採択
 2019年６月から …… 文教厚生常任委員会にて調査研究
 2019年９月から …… 高砂市ろうあ協会・手話サークルのじぎく会と意見交換
 2019年11月 ……… 高砂市心身障がい者連絡協議会との意見交換
 2019年12月 ……… 条例案提案・可決

　本請願は高砂市議会議員政治倫理条例にもとづく請求でないため、審査に一定の限界がありました。

審査期間
 ３回（令和元年12月12日、13日、16日）

経緯
　令和元年６月７日に開催された議会運営委員会で、審査等請求者と横田市議を参考人として招致し、双方納得の上で一定の事
実認定を行い、その判断として議長より口頭で注意を行いました。
　今回、市民2，970名の署名の重みを受け、請願者と横田市議を参考人として招致し、新たな事実の有無と前回以降の状況などを
中心に確認等を実施しました。
　前回、議長が横田市議に口頭注意で要請した「市民への説明責任」が十分に果たされていないと判断し再度注意した上で、謝
罪を要請する文書を示したところ、横田市議より請願者等に対し謝罪するとともに謝罪文が提出されました。

結論
 多数の意見として、「刑法の違反や公金の不正使途といった性質の事象ではない以上、議会としての審査には限界がある」「政
治倫理条例にもとづく特別委員会でないことから謝罪や説明が十分であるかどうかの最終判断は難しい」として不採択となりました。
　また、採択すべき意見として「議員に選ばれる前の事案であっても、直近の不正疑惑であることや、議員になってから発覚したもの
であることから、高砂市議会議員政治倫理条例第３条２項に反していると解釈し、議会は本請願を採択し辞職勧告を決議すべき」と
ありました。
　本件は不採択となりましたが、関係者への誠意ある謝罪とはどうあるべきかしっかり考え、今後の責任を必ず果たす必要があると
確認しました。

12 月
定例会号議会だより議会だより

令和元年12月定例会の日程 12月９日～12月20日（12日間）

12月　　  ９日
　　10日・11日
　　　   　12日
　　13日・16日

17～19日
　　20日

開会、市長の提案理由の説明
質疑
質疑、委員会審査
一般質問、委員会審査

手話言語条例成立を記念して

委員会審査
委員長報告、討論採決、閉会

タブレット端末、電子表決を導入！
高砂市手話言語条例を議員提案で可決！ 12

11

手話は言語である

ろう者への
理解の促進 手話の普及

手話の
使いやすい
環境の整備

全ての市民の
人格及び個性を尊重

ろう者の
社会参加の促進

3月定例会は、２月21日（金）開会予定です。

【基本理念】
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●松村川排水機場建設工事（土木・建築）請負契約の一部
を変更することについて
●指定管理者の指定について（高砂市工楽松右衛門旧宅）
●指定管理者の指定について（高砂市立図書館）
●兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の増減及び規約の変更について
●東播磨農業共済事務組合の解散について
●東播磨農業共済事務組合の解散に伴う財産処分について
●東播磨農業共済事務組合規約の変更について

可決した事件議案

●高砂市職員互助会の解散及び清算に関する条例
●高砂市職員の給与に関する条例及び高砂市会計年度
任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
●特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部
を改正する条例
●議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例
●高砂市私債権の管理に関する条例の一部を改正する条例
●高砂市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例
●高砂市建築手数料条例の一部を改正する条例
●高砂市水道事業及び工業用水道事業並びに下水道事
業の設置等に関する条例及び高砂市水道事業給水条
例の一部を改正する条例
●高砂市水道事業給水条例の一部を改正する条例
●高砂市看護学生修学資金貸与条例の一部を改正する
条例

可決した条例議案

●第６回令和元年度高砂市一般会計補正
●第２回令和元年度高砂市国民健康保険事業特別会計
補正
●第２回令和元年度高砂市後期高齢者医療事業特別会
計補正
●第３回令和元年度高砂市介護保険事業特別会計補正
●第２回令和元年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計
補正
●第３回令和元年度高砂市水道事業会計補正
●第１回令和元年度高砂市工業用水道事業会計補正
●第３回令和元年度高砂市下水道事業会計補正
●第３回令和元年度高砂市病院事業会計補正

可決した補正予算

●地域密着型サービス拠点等施設整備費補助事業（地域
介護拠点整備補助金の増額）
●高齢者住宅整備推進事業（高齢者住宅改造助成金の
増額）
●土地改良施設整備事業（加古川堰堤固定堰復旧工事に
伴う負担金）
●工楽松右衛門旧宅運営管理事業（工楽松右衛門旧宅
の補強修繕に要する経費）

実施される主な事業

議案概要

平成30年度高砂市一般会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市水道事業会計決算認定について

平成30年度高砂市工業用水道事業会計決算認定について

平成30年度高砂市下水道事業会計決算認定について

平成30年度高砂市病院事業会計決算認定について

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

●平成30 年度決算認定について
議　案　名 審議結果

●教育長を任命するにつき同意しました。
　　　　　　　　　　　　　　高砂市阿弥陀町　衣笠 好一

●教育委員会委員を任命するにつき同意しました。
　　　　　　　　　　　　　　高砂市米田町　　吉田 美香

●人権擁護委員の候補者の推薦について適任としました。
　　　　　　　　　　　　　　高砂市伊保崎　　竹廣 陽子

人　　　　　事

紙面の都合上、賛否の分かれた議案を掲載しています。

議案の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注：議長は採決に加わりません。
※地方自治法第 117 条（直接の利害関係のある事件については、その議事に参与することができない）により除斥となり採決に加われません。
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東播磨農業共済事務組合の解散について

東播磨農業共済事務組合の解散に伴う
財産処分について

東播磨農業共済事務組合規約の変更に
ついて

特別職の職員で常勤のものの給与に関す
る条例の一部を改正する条例

議会議員の議員報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例 

指定管理者の指定について（高砂市立
図書館）

指定管理者の指定について（高砂市工
楽松右衛門旧宅）

第６回令和元年度高砂市一般会計補正
予算
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（決算認定）

（請願・陳情）

第２回令和元年度高砂市国民健康保険
事業特別会計補正予算

第２回令和元年度高砂市広域ごみ処理
事業特別会計補正予算

平成30年度高砂市一般会計歳入歳出決
算認定について

平成30年度高砂市国民健康保険事業特
別会計歳入歳出決算認定について

横田英樹高砂市議会議員の辞職を求め
る請願書

国の指定難病医療費助成制度の改善に
関する陳情書

平成30年度高砂市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市介護保険事業特別会
計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市広域ごみ処理事業特
別会計歳入歳出決算認定について
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●松村川排水機場建設工事（土木・建築）請負契約の一部
を変更することについて
●指定管理者の指定について（高砂市工楽松右衛門旧宅）
●指定管理者の指定について（高砂市立図書館）
●兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の増減及び規約の変更について
●東播磨農業共済事務組合の解散について
●東播磨農業共済事務組合の解散に伴う財産処分について
●東播磨農業共済事務組合規約の変更について

可決した事件議案

●高砂市職員互助会の解散及び清算に関する条例
●高砂市職員の給与に関する条例及び高砂市会計年度
任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
●特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部
を改正する条例
●議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例
●高砂市私債権の管理に関する条例の一部を改正する条例
●高砂市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例
●高砂市建築手数料条例の一部を改正する条例
●高砂市水道事業及び工業用水道事業並びに下水道事
業の設置等に関する条例及び高砂市水道事業給水条
例の一部を改正する条例
●高砂市水道事業給水条例の一部を改正する条例
●高砂市看護学生修学資金貸与条例の一部を改正する
条例

可決した条例議案

●第６回令和元年度高砂市一般会計補正
●第２回令和元年度高砂市国民健康保険事業特別会計
補正
●第２回令和元年度高砂市後期高齢者医療事業特別会
計補正
●第３回令和元年度高砂市介護保険事業特別会計補正
●第２回令和元年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計
補正
●第３回令和元年度高砂市水道事業会計補正
●第１回令和元年度高砂市工業用水道事業会計補正
●第３回令和元年度高砂市下水道事業会計補正
●第３回令和元年度高砂市病院事業会計補正

可決した補正予算

●地域密着型サービス拠点等施設整備費補助事業（地域
介護拠点整備補助金の増額）
●高齢者住宅整備推進事業（高齢者住宅改造助成金の
増額）
●土地改良施設整備事業（加古川堰堤固定堰復旧工事に
伴う負担金）
●工楽松右衛門旧宅運営管理事業（工楽松右衛門旧宅
の補強修繕に要する経費）

実施される主な事業

議案概要

平成30年度高砂市一般会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市水道事業会計決算認定について

平成30年度高砂市工業用水道事業会計決算認定について

平成30年度高砂市下水道事業会計決算認定について

平成30年度高砂市病院事業会計決算認定について

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

●平成30 年度決算認定について
議　案　名 審議結果

●教育長を任命するにつき同意しました。
　　　　　　　　　　　　　　高砂市阿弥陀町　衣笠 好一

●教育委員会委員を任命するにつき同意しました。
　　　　　　　　　　　　　　高砂市米田町　　吉田 美香

●人権擁護委員の候補者の推薦について適任としました。
　　　　　　　　　　　　　　高砂市伊保崎　　竹廣 陽子

人　　　　　事

紙面の都合上、賛否の分かれた議案を掲載しています。

議案の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注：議長は採決に加わりません。
※地方自治法第 117 条（直接の利害関係のある事件については、その議事に参与することができない）により除斥となり採決に加われません。
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東播磨農業共済事務組合の解散について

東播磨農業共済事務組合の解散に伴う
財産処分について

東播磨農業共済事務組合規約の変更に
ついて

特別職の職員で常勤のものの給与に関す
る条例の一部を改正する条例

議会議員の議員報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例 

指定管理者の指定について（高砂市立
図書館）

指定管理者の指定について（高砂市工
楽松右衛門旧宅）

第６回令和元年度高砂市一般会計補正
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（請願・陳情）

第２回令和元年度高砂市国民健康保険
事業特別会計補正予算

第２回令和元年度高砂市広域ごみ処理
事業特別会計補正予算

平成30年度高砂市一般会計歳入歳出決
算認定について

平成30年度高砂市国民健康保険事業特
別会計歳入歳出決算認定について

横田英樹高砂市議会議員の辞職を求め
る請願書

国の指定難病医療費助成制度の改善に
関する陳情書

平成30年度高砂市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市介護保険事業特別会
計歳入歳出決算認定について

平成30年度高砂市広域ごみ処理事業特
別会計歳入歳出決算認定について
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高砂市議会決算認定特別委員会報告（概要）
【総括事項】
・職員の時間外勤務については、台風や選挙時期等において、専門部署の超過勤務が見受けられるので改善するよう全
庁的に支援体制を構築すること。
・多様な市民ニーズに応え市民サービスを向上させるため、高度な専門職や有資格者の採用や育成を早急に図ること。
・施設管理については、不具合が発見されてから対応するのではなく予防的措置を行うこと。
・債権管理では、各部署とも改善がみられるものの、自主財源の確保と負担の公平性から、今後も厳正公平に収入未済額
の解消に努めること。
・人口減対策としても、高砂市の魅力を知る「シティプロモーション」の推進
が必要であり、マスメディアも活用した広報に取り組むこと。

一般会計歳入
・法人税の変動が激しい高砂市において、将来を見通した適切な予算化と
執行に取り組むこと。

一般会計歳出
・地域の困りごとや課題の解決に向け、地域担当職員を配置するなど新し
い組織体制を検討すること。
・日本遺産北前船寄港地のひとつとして、観光客は増加したものの経済効果として表れていないことを改善するよう、リ
ピーターを増やし高砂町のまちなみや工楽邸を活用した観光施策の充実、経済効果の促進に取り組むこと。
・補助金対象の市民団体の活動支援と自立に向けた取り組みをなお一層進め、子どもの貧困対策や新たなコミュニティの
構築など、必要と認める事業には継続的な補助事業とすることも検討すること。
・自治会の業務は増加する一方、担い手不足が課題となっていることから、行政協力業務のあり方を検討すること。
・住民票や各証明書の発行において、コンビニ交付や市民コーナーなどの運営・発行のあり方を検討すること。
・夜間や若者がスポーツを楽しめる施設が求められており、現存する施設を活用するなどニーズを捉えた方策を検討する
こと。
・高砂市観光交流ビューローについては自立に向けた取り組みに努めること。
・公園墓地等整備事業において、霊園管理条例に基づき厳格に管理することと、空区画の募集は随時募集を受け付ける
など状況に即して行うこと。
・豊かな海創生事業については、県条例に則り活性化を図ること。
・ＪＲ2駅は高砂市の玄関口であり利便性向上が強く要望されている。市民の望む整備計画を早急に実現すること。
・利活用の進まない空き家の多くは狭あい道路が原因となっていることが多いことから、受け身ではなく積極的に再開発
や区画整理などの地域整備に取り組むこと。
・用排水路の管理は担い手不足の現状を踏まえ、将来を見据えた対応に努めること。
・ため池の耐震化については、最近の豪雨に備え、優先順位をつけ対応していくこと。
・保育施設等では、警報発令時や災害発生時にも保育の必要があることから、安全を第一にいかなる災害にも対応できる
施設であるよう整備すること。
・教育現場において、いじめ・不登校が増加傾向にあり人格形成の根幹である「徳育」の充実をおこない、ＬＧＢＴに配慮
し理解すること。
・教職員の負担軽減と、一人一人の子供に寄り添い健やかな成長を促す教育を行うため、加配教員や専門職を含めた取り
組みを推進すること。

特別会計
・国民健康保険のコンビニ納付を早急に取り組むこと。
・介護保険事業では、地域福祉の抱える様々な課題を解消するため相談しやすい体制を構築することが重要であり適切
な体制の構築と、支え合い協議体である第２層コーディネーターや民生委員との連携の推進を検討すること。

企業会計
・水道事業では、上水道の鉛配管の交換を早急に完結させることと、上下水道本管の老朽化対策を計画的に行うこと。
・病院事業では、紹介患者の受け入れ体制の改善と、病院経営という視点での運営に取り組むこと。
・看護師の認知症研修を活発におこない高齢化社会に対応できる看護師の育成と、患者さんに選ばれる病院となるよう取
り組むこと。

【事件議案・条例議案】主な審査
●指定管理者の指定について（高砂市立図書館）については、ADEAC（デジタルアーカイブを検索・閲覧するシステム）
の導入並びに蔵書の購入の考え方について確認を行いました。また現地視察にて、空調設備のない書庫内作業において
湿温度変化に対応できる職場環境への配慮を求めました。

●高砂市手話言語条例については、手話に対する理解を広げお互いに地域で支え合い安心して暮らすことができるまちを
実現するため、本年６月定例会での陳情採択から、本条例を策定すべく、委員会で調査研究を行いました。この度行政
当局への意見を付し、議員提案した高砂市手話言語条例が可決されました。引き続き、コミュニケーション条例の策定に
ついても調査研究していきます。

【予算議案】主な審査
●国民健康保険事業特別会計補正予算の国民健康保険システム改修委託料については、在留外国人の国保給付の状況
を報告するよう国からの通達を受け、国庫補助金を適用した必要な改修であることを確認しました。

●高齢者住宅改造助成金については、申請者への丁寧な説明を求めるとともに、助成対象条件および申請から受給までの
流れを確認しました。

【陳情】
●国の指定難病医療費助成制度の改善に関する陳情書については、現在は医療費助成の対象疾病も拡大（56→333疾
病）並びに軽症者においても高額な医療費は助成対象であること、さらに投薬の開発等も視野に、必要な財源を確保す
るためには、事業費のバランスを保つ必要があることを確認しました。陳情の趣旨には一定の理解はするが、難病法の附
則においても、施行後５年以内をめどに、公平で安定的な見直しの検討も進めており、今は国の動きを注視すべき時であ
るとの意見が多く、採決の結果、賛成多数で継続審査と決しました。

文教厚生常任委員会

（12月定例会）委員会審査の概要報告

【条例議案】主な審査
●高砂市私債権の管理に関する条例の一部を改正する条例については、120年ぶりの民法改正により遅延利息の変更
（５％から３％）を行うことを確認しました。民法改正はこれ以外にも多岐にわたるものであり、他の規約、契約、約款な
どへの影響について対応のあり方や今後のスケジュールを議論し、2020年４月の施行までに、確実に改正するよう意見し
ました。

●高砂市職員互助会の解散及び清算に関する条例については、複雑な過去の経緯を再確認し、解決までの道筋や今後
の課題を議論しました。長い間の懸案事項であり、解決に向けて進めるよう意見しました。

●特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例については、報酬等審議会の審議の基準や
方法を議論し、類似団体の状況を確認しました。

【予算議案】主な審査
●「市長等選挙費」については、４月に予定される選挙について、投票率の低下が続いているため改善策を議論し、その一
つとして「アスパ高砂」に期日前投票所を設置する事などを確認しました。

総務常任委員会

高砂市観光交流ビューロー

高砂市立図書館書庫
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・法人税の変動が激しい高砂市において、将来を見通した適切な予算化と
執行に取り組むこと。

一般会計歳出
・地域の困りごとや課題の解決に向け、地域担当職員を配置するなど新し
い組織体制を検討すること。
・日本遺産北前船寄港地のひとつとして、観光客は増加したものの経済効果として表れていないことを改善するよう、リ
ピーターを増やし高砂町のまちなみや工楽邸を活用した観光施策の充実、経済効果の促進に取り組むこと。
・補助金対象の市民団体の活動支援と自立に向けた取り組みをなお一層進め、子どもの貧困対策や新たなコミュニティの
構築など、必要と認める事業には継続的な補助事業とすることも検討すること。
・自治会の業務は増加する一方、担い手不足が課題となっていることから、行政協力業務のあり方を検討すること。
・住民票や各証明書の発行において、コンビニ交付や市民コーナーなどの運営・発行のあり方を検討すること。
・夜間や若者がスポーツを楽しめる施設が求められており、現存する施設を活用するなどニーズを捉えた方策を検討する
こと。
・高砂市観光交流ビューローについては自立に向けた取り組みに努めること。
・公園墓地等整備事業において、霊園管理条例に基づき厳格に管理することと、空区画の募集は随時募集を受け付ける
など状況に即して行うこと。
・豊かな海創生事業については、県条例に則り活性化を図ること。
・ＪＲ2駅は高砂市の玄関口であり利便性向上が強く要望されている。市民の望む整備計画を早急に実現すること。
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や区画整理などの地域整備に取り組むこと。
・用排水路の管理は担い手不足の現状を踏まえ、将来を見据えた対応に努めること。
・ため池の耐震化については、最近の豪雨に備え、優先順位をつけ対応していくこと。
・保育施設等では、警報発令時や災害発生時にも保育の必要があることから、安全を第一にいかなる災害にも対応できる
施設であるよう整備すること。
・教育現場において、いじめ・不登校が増加傾向にあり人格形成の根幹である「徳育」の充実をおこない、ＬＧＢＴに配慮
し理解すること。
・教職員の負担軽減と、一人一人の子供に寄り添い健やかな成長を促す教育を行うため、加配教員や専門職を含めた取り
組みを推進すること。

特別会計
・国民健康保険のコンビニ納付を早急に取り組むこと。
・介護保険事業では、地域福祉の抱える様々な課題を解消するため相談しやすい体制を構築することが重要であり適切
な体制の構築と、支え合い協議体である第２層コーディネーターや民生委員との連携の推進を検討すること。

企業会計
・水道事業では、上水道の鉛配管の交換を早急に完結させることと、上下水道本管の老朽化対策を計画的に行うこと。
・病院事業では、紹介患者の受け入れ体制の改善と、病院経営という視点での運営に取り組むこと。
・看護師の認知症研修を活発におこない高齢化社会に対応できる看護師の育成と、患者さんに選ばれる病院となるよう取
り組むこと。

【事件議案・条例議案】主な審査
●指定管理者の指定について（高砂市立図書館）については、ADEAC（デジタルアーカイブを検索・閲覧するシステム）
の導入並びに蔵書の購入の考え方について確認を行いました。また現地視察にて、空調設備のない書庫内作業において
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●高砂市手話言語条例については、手話に対する理解を広げお互いに地域で支え合い安心して暮らすことができるまちを
実現するため、本年６月定例会での陳情採択から、本条例を策定すべく、委員会で調査研究を行いました。この度行政
当局への意見を付し、議員提案した高砂市手話言語条例が可決されました。引き続き、コミュニケーション条例の策定に
ついても調査研究していきます。

【予算議案】主な審査
●国民健康保険事業特別会計補正予算の国民健康保険システム改修委託料については、在留外国人の国保給付の状況
を報告するよう国からの通達を受け、国庫補助金を適用した必要な改修であることを確認しました。

●高齢者住宅改造助成金については、申請者への丁寧な説明を求めるとともに、助成対象条件および申請から受給までの
流れを確認しました。

【陳情】
●国の指定難病医療費助成制度の改善に関する陳情書については、現在は医療費助成の対象疾病も拡大（56→333疾
病）並びに軽症者においても高額な医療費は助成対象であること、さらに投薬の開発等も視野に、必要な財源を確保す
るためには、事業費のバランスを保つ必要があることを確認しました。陳情の趣旨には一定の理解はするが、難病法の附
則においても、施行後５年以内をめどに、公平で安定的な見直しの検討も進めており、今は国の動きを注視すべき時であ
るとの意見が多く、採決の結果、賛成多数で継続審査と決しました。

文教厚生常任委員会

（12月定例会）委員会審査の概要報告

【条例議案】主な審査
●高砂市私債権の管理に関する条例の一部を改正する条例については、120年ぶりの民法改正により遅延利息の変更
（５％から３％）を行うことを確認しました。民法改正はこれ以外にも多岐にわたるものであり、他の規約、契約、約款な
どへの影響について対応のあり方や今後のスケジュールを議論し、2020年４月の施行までに、確実に改正するよう意見し
ました。

●高砂市職員互助会の解散及び清算に関する条例については、複雑な過去の経緯を再確認し、解決までの道筋や今後
の課題を議論しました。長い間の懸案事項であり、解決に向けて進めるよう意見しました。

●特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例については、報酬等審議会の審議の基準や
方法を議論し、類似団体の状況を確認しました。

【予算議案】主な審査
●「市長等選挙費」については、４月に予定される選挙について、投票率の低下が続いているため改善策を議論し、その一
つとして「アスパ高砂」に期日前投票所を設置する事などを確認しました。

総務常任委員会

高砂市観光交流ビューロー

高砂市立図書館書庫
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【事件議案】主な審査
●高砂市工楽松右衛門旧宅の指定管理者の指定について
　　現行の業務委託と指定管理者制度の相違箇所を確認するとともに、リスク管理を含む内部統制についての考え方を確
認しました。今後、さらに高砂市観光交流ビューローが着実な運営が実施できるよう、市としても支援すべきといった関与の
仕方について意見がありました。

●東播磨農業共済事務組合の解散について
　　農業共済事業の1県1組合化に伴う解散について、組織・事業実施体制の相違点を確認するとともに、新組合への職員
派遣の年限と派遣根拠、単位組合独自事業の承継について確認しました。

【条例議案】主な審査
●高砂市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例
　　建築基準法に基づく建築確認等の手続きにおいて、必要な制限を行うことができるといった立法趣旨とともに、制限の種
類、規制内容等について確認しました。

【予算議案】主な審査
●工楽松右衛門旧宅運営管理事業について、2階床構造部材の劣化補強を行う工事箇所を現地視察のうえ、修繕協議経
過や工事内容について確認しました。また、債務負担行為において、工楽松右衛門旧宅の今後５年間の指定管理料につ
いて確認しました。

●水道事業会計では、加古川堰堤復旧工事について、損傷状況や復旧を行う工事箇所を現地視察のうえ、今後の課題、
費用及び負担のあり方等を確認しました。

建設環境経済常任委員会

【予算議案】主な審査
　　人件費の増額補正と公園土地測量費の残額を審査しました。そのなかで梅井に新設される公園がどのようなスタイ
ルになるのか、内容とともに完成予定年度を確認しました。また、今回新たに地元地域の自治会や団体との協議が実
り合意形成がはかられたとの報告を受け、それぞれの協定内容や予算規模、今後の実施スケジュールについても確認
しました。

広域ごみ処理施設対策特別委員会

【条例議案】
●議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する一部を改正する条例
　人事院勧告を参考にした形での議員の期末手当の改定について審査しました。

●横田英樹市議会議員の辞職を求める請願書
　2,970名の署名を添えての請願であることから慎重に審査を実施し、賛成少数で不採択としました。その主な過程は
以下の通りです。
　請願者と横田議員を参考人として招致し、個別に意見聴取し、双方が認める事実に基づき、可能な範囲で進めました。
　①まず本請願は高砂市議会議員倫理条例にもとづく請求でないため、審査の深度に一定の限界があること。
　②確認された多くの事実は、本年6月7日に開催された議会運営委員会の秘密会ですでに調査済みのものであること。
　③刑事告発、告訴も検討したが、警察からは「受け付けられない」との見解が示されていたこと。
　④自治会内部の規定違反や金員の取り扱い方の問題であり、市の補助金などの公金とは無関係であること。

議会運営委員会

◎砂川 辰義　　○川端 宏明　　横田 英樹　　島津 明香
芝本 鎮彰　　坂辺 勝彦　　鈴木 利信

12月20日に、第5次総合計画策定について調査研究するために特別委員会を設置し、7名の委員が選任されました。

（◎委員長　○副委員長）

総合計画検討特別委員会を設置しました

くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会
定例会会議録」をご覧ください。（12月定例会の会議録は3月に完成する予定です。）一 般 質 問
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０
２
０
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島
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【事件議案】主な審査
●高砂市工楽松右衛門旧宅の指定管理者の指定について
　　現行の業務委託と指定管理者制度の相違箇所を確認するとともに、リスク管理を含む内部統制についての考え方を確
認しました。今後、さらに高砂市観光交流ビューローが着実な運営が実施できるよう、市としても支援すべきといった関与の
仕方について意見がありました。

●東播磨農業共済事務組合の解散について
　　農業共済事業の1県1組合化に伴う解散について、組織・事業実施体制の相違点を確認するとともに、新組合への職員
派遣の年限と派遣根拠、単位組合独自事業の承継について確認しました。

【条例議案】主な審査
●高砂市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例
　　建築基準法に基づく建築確認等の手続きにおいて、必要な制限を行うことができるといった立法趣旨とともに、制限の種
類、規制内容等について確認しました。

【予算議案】主な審査
●工楽松右衛門旧宅運営管理事業について、2階床構造部材の劣化補強を行う工事箇所を現地視察のうえ、修繕協議経
過や工事内容について確認しました。また、債務負担行為において、工楽松右衛門旧宅の今後５年間の指定管理料につ
いて確認しました。

●水道事業会計では、加古川堰堤復旧工事について、損傷状況や復旧を行う工事箇所を現地視察のうえ、今後の課題、
費用及び負担のあり方等を確認しました。

建設環境経済常任委員会

【予算議案】主な審査
　　人件費の増額補正と公園土地測量費の残額を審査しました。そのなかで梅井に新設される公園がどのようなスタイ
ルになるのか、内容とともに完成予定年度を確認しました。また、今回新たに地元地域の自治会や団体との協議が実
り合意形成がはかられたとの報告を受け、それぞれの協定内容や予算規模、今後の実施スケジュールについても確認
しました。

広域ごみ処理施設対策特別委員会

【条例議案】
●議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する一部を改正する条例
　人事院勧告を参考にした形での議員の期末手当の改定について審査しました。

●横田英樹市議会議員の辞職を求める請願書
　2,970名の署名を添えての請願であることから慎重に審査を実施し、賛成少数で不採択としました。その主な過程は
以下の通りです。
　請願者と横田議員を参考人として招致し、個別に意見聴取し、双方が認める事実に基づき、可能な範囲で進めました。
　①まず本請願は高砂市議会議員倫理条例にもとづく請求でないため、審査の深度に一定の限界があること。
　②確認された多くの事実は、本年6月7日に開催された議会運営委員会の秘密会ですでに調査済みのものであること。
　③刑事告発、告訴も検討したが、警察からは「受け付けられない」との見解が示されていたこと。
　④自治会内部の規定違反や金員の取り扱い方の問題であり、市の補助金などの公金とは無関係であること。

議会運営委員会

◎砂川 辰義　　○川端 宏明　　横田 英樹　　島津 明香
芝本 鎮彰　　坂辺 勝彦　　鈴木 利信

12月20日に、第5次総合計画策定について調査研究するために特別委員会を設置し、7名の委員が選任されました。

（◎委員長　○副委員長）

総合計画検討特別委員会を設置しました

くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会
定例会会議録」をご覧ください。（12月定例会の会議録は3月に完成する予定です。）一 般 質 問

年
明
け
の
１
月
か
ら
当
初
予
算
に
向
け
て「
市
長
査
定
」

が
始
ま
り
ま
す
が
、市
長
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
の
ぞ
む

の
で
す
か
。２
０
２
０
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
出
馬
か
、引
退

か
。前
２
回
と
違
い
、今
回
は
な
ぜ
12
月
に
出
馬
の
表
明
を
し

な
い
の
か
。

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
は
現
時
点
に
お
い
て
は
、
通

常
予
算
の
考
え
方
に
沿
っ
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
進
退
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
12
月
定
例
会
を
乗
り
切
り
、

議
案
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
念
頭
を
占
め
て
お
り
、
時
期
に

つ
い
て
の
答
え
は
用
意
し
て
い
な
い
。
し
か
る
べ
き
時
期
に

行
い
た
い
。

今
回
は
骨
格
予
算（
必
要
最
小
限
の
予
算
の
み
に
し
て
、

肉
付
け
は
新
市
長
に
任
せ
る
）に
す
べ
き
で
は
。

骨
格
予
算
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の
概
念
は
な
い
。
事

由
解
消
後
に
補
正
予
算
で
首
長
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た

事
業
な
ど
を
肉
づ
け
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
24
年
度
、
平
成
28
年
度
に
は
、
通
常
予
算
に
て
当
初

予
算
を
編
成
し
て
い
る
。

　
市
長
の
在
任
中
の
提
案
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
責
任

を
持
っ
て
対
応
を
し
て
い
く
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
高
砂
市
で
は
保
存
年
限
終
了
後
の

文
書
の
取
り
扱
い
は
？

問問 答答 ２
０
２
０
年
度
予
算
は
骨
格
予
算
に

す
べ
き
で
は 

市
長
の
進
退
は
？

井
奥
　
雅
樹

登
市
長
の
、人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
原
因
の
分
析（
な

ぜ
こ
こ
ま
で
人
口
が
減
少
し
た
の
か
、近
隣
へ
流
出
し
て

し
ま
う
の
か
）と
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。

若
い
世
代
で
の
転
出
超
過
が
多
く
、
就
職
や
結
婚
、
転

勤
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
子
育
て
世
帯
に
は
一
定
程
度
高
砂
市
が
選
ば
れ
て
い
る
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
育
て
な
が

ら
働
く
、
高
砂
ら
し
い
職
住
近
接
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
子
育

て
世
代
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
次
の
展
開
と
し
て
若

い
世
代
へ
の
投
資
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
住
宅
施
策
等
の
ま

ち
づ
く
り
に
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
病
院
の
経
営
改
善
、サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
の
商
業
施
設

誘
致
、ア
ス
パ
高
砂
・
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
問
題
、教
育
の

課
題
な
ど
、問
題
の
先
送
り
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
人
口
減

少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

サ
ン
モ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
ク
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
引
き
続
き
計
画
の
公
表
と
事
業
の
早
期
着
手

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
ア
ス
パ
高
砂
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
現
在
の
場
所
で
継
続

運
営
で
き
る
よ
う
、
市
の
対
応
方
針
に
基
づ
き
進
め
て
い
き

た
い
。

　
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
３
機
能
を
展
開
で
き
る
圏
域
唯

一
の
総
合
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
経

営
改
善
を
図
れ
る
よ
う
、
進
め
て
い
く
。

◆
私
は
こ
の
よ
う
な
高
砂
市
政
の
現
状
に
危
機
感
を
覚
え
、

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　こ
れ
ま
で
の
民
間
と
行
政
、
両
方
の
経
験
を
生
か
し
、

全
力
疾
走
で
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て

高
砂
市
政
の
現
状
と

明
日
へ
の
展
望
に
つ
い
て
北
野
　
誠
一
郎

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
う
ち
、学
校
の
児
童
生
徒
が
使
用
す

る
端
末
整
備
に
つ
い
て
、国
の
補
正
予
算
が
決
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
導
入
す
る
自
治
体
と
し
な
い
自
治
体
と
で
、こ
れ

ま
で
よ
り
も
教
育
環
境
に
差
が
つ
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。高
砂
市
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

学
習
者
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
３
ク
ラ
ス
に
１
ク
ラ
ス

分
整
備
す
る
こ
と
や
、
授
業
を
担
当
す
る
教
師
一
人
１

台
の
指
導
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
各
普
通
教
室
１
台
の
大
型
掲

示
装
置
の
整
備
な
ど
が
目
標
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

計
画
に
基
づ
き
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
児
童
・
生
徒
が
興
味
関
心
を
持
っ
て

学
習
で
き
る
授
業
や
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
、
ま
た
、

児
童
・
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
学
習
活
動
を

通
し
て
情
報
活
用
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
国
の
動
向
を

注
意
し
な
が
ら
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
導
入
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ハ
ー
ド
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
運
営
体
制
も
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
い
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
効
果
的
に
使

う
の
は
学
校
現
場
だ
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

理
論
だ
け
で
な
く
実
際
に
機
器
を
使
っ
た
自
主
的
な
研
修

や
、
兵
庫
教
育
大
学
の
教
授
を
招
へ
い
し
た
教
育
実
技
研
修

会
な
ど
も
計
画
し
、
実
施
し
て
い
る
。
授
業
の
中
で
ど
の
よ

う
に
使
う
の
が
効
果
的
か
も
あ
わ
せ
て
研
究
し
、
し
っ
か
り

と
整
備
が
で
き
た
段
階
で
子
ど
も
た
ち
に
授
業
を
し
、
学
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
生
か
せ
る
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
も
進
め
て
い
き
た
い
。

問答問答 教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
島
津
　
明
香

問問 答答
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市
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
、道
路
幅
の
狭
い
住

宅
密
集
地
を
整
備
す
る
手
法
と
期
間
を
伺
う
。お
住
ま

い
の
方
々
と
地
区
の
将
来
像
を
描
く
に
は
、行
政
職
員
が
積

極
的
に
地
区
に
入
り
個
々
の
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
共
に
解

決
策
を
模
索
し
、既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
高
齢
者
の

生
活
再
建
等
に
配
慮
し
つ
つ
、安
全
・
安
心
で
快
適
な
市
街
地

環
境
の
整
備
・
改
善
を
た
だ
ち
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
良
好
な
住
宅
地
を
確
保
す
る
こ

と
が
住
み
や
す
い
ま
ち
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
る
。
た

か
さ
ご
未
来
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、
若
い
世
代
が
好
む
良

好
な
住
宅
が
建
設
で
き
る
よ
う
住
宅
施
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
整
理
し
た
。

　
道
路
幅
員
が
狭
い
密
集
市
街
地
は
市
内
に
３
箇
所
あ
る
。

整
備
方
法
と
し
て
は
所
有
地
の
換
地
や
減
歩
を
行
う
土
地
区

画
整
理
事
業
や
、
地
区
の
独
自
ル
ー
ル
で
あ
る
地
区
計
画
を

策
定
す
る
な
ど
の
手
法
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
手
法
も
地
域
住

民
が
地
域
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
望

ま
し
い
か
を
話
し
合
い
、
合
意
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
必
要
な
期
間
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ
く
と

準
備
団
体
の
設
立
に
約
２
年
、
計
画
策
定
に
約
３
年
の
計
５

年
必
要
と
な
る
。
そ
の
後
土
地
区
画
整
理
事
業
ま
た
は
地
区

計
画
等
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
密
集
市
街
地
の
整
備
に
は
合
意
形
成
を
含
め
粘
り
強
い

話
し
合
い
と
長
い
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
住
民
か
ら
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
解
決
方
法
が
あ
る
の
か
共
に
考
え
、
提
案
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答

石
﨑
　
　
徹

「
子
ど
も
た
ち
に
本
当
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
給
食
」

の
食
材
を
地
産
地
消
で
地
域
創
生
。

生
鮮
食
品
に
つ
い
て
は
、
公
立
園
で
は
兵
庫
県
産
な
ど

国
産
で
地
産
地
消
の
食
材
使
用
を
心
が
け
て
い
る
。
有

機
栽
培
の
食
材
を
給
食
に
使
用
す
る
際
の
課
題
と
し
て
、
各

園
で
の
量
の
確
保
、
食
材
の
納
入
価
格
が
現
在
の
倍
以
上
の

価
格
と
な
る
な
ど
、
食
材
費
用
の
負
担
増
が
考
え
ら
れ
る
。

　
乳
幼
児
期
の
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
心
と
体

を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
有
機
栽
培
の
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
は
摂
取
す
る

残
留
農
薬
や
環
境
面
で
負
担
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
大
変

よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
安
定
し
た
納
品
数
の
確
保
や

価
格
面
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
に
つ
い
て
は
研

究
し
て
い
き
た
い
。

多
く
の
若
者
が
高
砂
市
の
政
策
形
成
や
町
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
画
し
、意
見
を
述
べ
、生
き
生
き
と
し
た
活
動

を
後
押
し
す
る
に
は
。

子
ど
も
・
子
育
て
・
若
者
会
議
に
若
者
部
会
を
お
き
、

若
者
か
ら
の
意
見
を
施
策
の
参
考
と
し
て
い
る
。

　
現
在
、
若
者
参
画
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
若

者
が
市
の
施
策
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
を
確
保
し
、
若
者
が
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
若
者
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

高
砂
市
で
あ
る
よ
う
、
大
学
や
高
校
等

と
の
連
携
協
定
も
活
用
し
た
新
た
な
方

策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問 答若
者
の
市
政
参
画
推
進
に
つ
い
て

答 オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を

学
校
園
給
食
に 

ほ
か

横
田
　
英
樹

市
民
が
市
政
に
関
心
を
持
ち
主
体
性
を
も
っ
て
市
民
活
動

に
取
り
組
む
仕
組
み
に
つ
い
て
。

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
協
力
し
な
が
ら
互
い
を
尊

重
し
、
補
い
合
い
、
対
等
の
立
場
で
共
通
の
目
的
に
取

り
組
む
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　
特
に
地
域
の
自
治
会
活
動
を
は
じ
め
、
市
民
提
案
型
地
域

協
働
推
進
事
業
「
夢
の
シ
ロ
」
や
未
来
戦
略
推
進
活
動
支
援

事
業
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
の
環
境
保
全
活
動
な

ど
で
も
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
地
域
貢
献
活
動
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
課
題
に

対
し
、
今
以
上
に
市
民
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
お
互
い
に
関

心
を
持
ち
、
と
も
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
が
様
々
な
事
に
興
味
を
持
ち
、深
く
知
る
こ
と
で

大
き
な
成
長
に
つ
な
が
る
。発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

各
各
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
考
え
を
発
表

し
、
自
分
と
異
な
る
他
者
の
考
え
を
知
っ
た
り
、
話
し

合
っ
た
り
、
共
感
し
た
り
し
な
が
ら
学
習
を
深
め
る
、
子
ど

も
中
心
の
授
業
改
善
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る

た
め
に
も
、
引
き
続
き
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
教

育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
行
政
評
価
の
あ
り
方

・
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
対
応
・
心
の
教
育「
徳
育
」

・
教
育
振
興
基
本
計
画

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

・
専
門
職
の
採
用
、育
成

問問 答答 市
民
協
働
参
画
推
進

岩
見
　
　
明

幅
員
３
ｍ
未
満
の
道
路
沿
い
に
あ
る

市
街
地
の
整
備
と
防
災
に
つ
い
て

保
護
者
の
方
か
ら
は
「
負
担
が
減
っ
た
、
家
計
が
助
か

る
」
と
の
評
価
を
聞
い
て
い
る
が
、
保
育
士
の
確
保
や

処
遇
改
善
が
必
要
だ
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

保
育
士
の
人
材
確
保
の
工
夫
と
し
て
正
規
職
員
採
用
の

際
、
経
験
者
採
用
と
し
、
受
験
要
件
の
年
齢
を
35
歳
ま

で
と
幅
広
く
と
っ
て
い
る
。
初
任
給
に
つ
い
て
も
、
経
験
者

と
し
て
の
前
歴
を
加
算
し
た
額
と
な
っ
て
お
り
、
昇
任
に
つ

い
て
も
一
定
の
配
慮
が
あ
る
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
以
前
よ
り

市
独
自
で
各
民
間
園
に
対
し
て
施
設
型
給
付
費
と
合
わ
せ
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
費
の
補
助
を
行
い
、
民
間
園
の
保
育
士

の
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
。
公
立
園
に
つ
い
て
も
、
来
年

度
か
ら
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
給
与
面
や
休
暇
な
ど
の
処
遇
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
保
育
士
が
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
の
保
育
が
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

ど
う
す
る
の
か
活
用
方
法
と
手
順
は
。
ま
た
周
辺
道
路

の
拡
幅
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

庁
内
委
員
会
で
の
調
査
検
討
の
結
果
を
受
け
、
売
却
す

る
方
針
と
し
た
。

　
竜
山
中
筋
準
幹
線
道
路
の
中
筋
住
宅
跡
地
に
接
す
る
区
間

と
、
西
側
の
市
道
伊
保
３
０
６
号
線
及
び
南
側
の
市
道
伊
保

2
9
7
号
線
に
つ
い
て
は
、
跡
地
を
売
却
す
る
際
に
道
路
拡

幅
を
条
件
づ
け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
跡
地
売
却
に
向
け
、
中
筋
住
宅
内
の
市
道
認
定
路

線
の
廃
止
を
す
る
と
と
も
に
、
跡
地
内
の
市
営
住
宅
の
用
途

廃
止
の
手
続
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ
い
て

問問 答答 幼
児
教
育
・

保
育
無
償
化
に
つ
い
て 

ほ
か
砂
川
　
辰
義

多
く
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
た
め
池
に
舞
い
降
り
、お
お
ぜ
い

の
人
々
が
見
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。た
め
池
こ
う
の
と
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
機
会

を
活
か
し
、素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
り
、山
も
里
も
海

も
、よ
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
、住
民
市
民
の
自
尊
感

情
の
醸
成
を
図
る
事
が
必
要
だ
。よ
り
一
層
の
施
策
に
よ
り
街

の
賑
わ
い
に
も
寄
与
で
き
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
は
地
域
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の

た
ま
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
飛
来
と
定
着
を
進
め
る

た
め
に
、
人
口
巣
塔
の
増
設
や
ケ
ー
ジ
で
の
飼
育
な
ど
を
含

め
た
環
境
整
備
に
向
け
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
住
み
や
す
い
環
境

を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

　
市
の
地
域
資
源
に
加
わ
る
こ
と
で
地
元
へ
の
愛
着
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
豊
か
な
海
を
目
指
す
た
め
、
た
め
池
の
「
か
い
ぼ
り
」
作

業
等
の
環
境
改
善
の
行
動
に
、
地
域
と
と
も
に
漁
業
者
も
参

加
し
、
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
海
の
環
境
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
学
校
な
ど
で
地
元
漁
業
者

の
協
力
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
学
習
を
し
て
い
る
。

地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
、
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成

し
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
策
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
高
砂
市
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
が
多

く
の
人
に
伝
わ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
魅
力
や
資
源
に
は
事
業
も
含
ま
れ
て

い
る
。施
設
や
事
業
の
積
極
的
な
公
開
、

説
明
で
理
解
を
い
た
だ
き
、
地
域
へ
の

愛
着
に
つ
な
が
り
、
自
尊
意
識
の
醸
成

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

中
筋
住
宅
跡
地
利
用
に
つ
い
て

発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
教
育

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
う
ま
ち
を

目
指
し
て

川
端
　
宏
明

地
区
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

は
、地
域
力
を
支
え
る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
有
用
で
あ

る
。フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
身
に
つ
け
た
地
域
担
当
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
の
活
性
化
に
は
、
と
り
わ
け
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

が
あ
り
、
地
域
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
人
材
、
地
域
間
あ
る
い
は
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
と
も
に
支
え
て
い
く
人
材
を
発
掘
し
、
育
成

し
、
そ
の
行
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
事
業
を
通
じ
て

培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

仕
組
み
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

複
合
的
な
苦
悩
を
抱
え
る
家
庭
に
対
応
で
き
る
よ
う
窓

口
の
一
本
化
が
必
要
で
あ
る
。８
０
５
０
問
題
で
課
題
と

な
る
中
高
年
ひ
き
こ
も
り
へ
の
支
援
に
も
即
応
で
き
る
家
庭

問
題
総
合
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
が
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
直
接
相
談
を

受
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
家
庭
問
題
総
合
窓
口
は
、
新
庁
舎
が
で
き
る
中
で
相
談
窓

口
と
い
う
考
え
の
中
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
協
働
・
共
生
を
促
進
す
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
養
成
に
つ
い
て

・
意
見
交
換
会
の
第
5
次
総
合
計
画

へ
の
反
映
に
つ
い
て

・
「
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」

の
連
携
協
約
に
お
け
る
波
及
効
果
に

つ
い
て

問答問答 ２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
協
働
・

共
生
を
促
進
す
る
方
策
に
つ
い
て 

ほ
か
芝
本
　
鎮
彰

問答

潜
在
化
す
る
社
会
的
孤
立
『
８
０
５
０
問
題
』
に
つ
い
て
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市
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
、道
路
幅
の
狭
い
住

宅
密
集
地
を
整
備
す
る
手
法
と
期
間
を
伺
う
。お
住
ま

い
の
方
々
と
地
区
の
将
来
像
を
描
く
に
は
、行
政
職
員
が
積

極
的
に
地
区
に
入
り
個
々
の
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
共
に
解

決
策
を
模
索
し
、既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
高
齢
者
の

生
活
再
建
等
に
配
慮
し
つ
つ
、安
全
・
安
心
で
快
適
な
市
街
地

環
境
の
整
備
・
改
善
を
た
だ
ち
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
良
好
な
住
宅
地
を
確
保
す
る
こ

と
が
住
み
や
す
い
ま
ち
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
る
。
た

か
さ
ご
未
来
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、
若
い
世
代
が
好
む
良

好
な
住
宅
が
建
設
で
き
る
よ
う
住
宅
施
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
整
理
し
た
。

　
道
路
幅
員
が
狭
い
密
集
市
街
地
は
市
内
に
３
箇
所
あ
る
。

整
備
方
法
と
し
て
は
所
有
地
の
換
地
や
減
歩
を
行
う
土
地
区

画
整
理
事
業
や
、
地
区
の
独
自
ル
ー
ル
で
あ
る
地
区
計
画
を

策
定
す
る
な
ど
の
手
法
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
手
法
も
地
域
住

民
が
地
域
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
望

ま
し
い
か
を
話
し
合
い
、
合
意
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
必
要
な
期
間
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ
く
と

準
備
団
体
の
設
立
に
約
２
年
、
計
画
策
定
に
約
３
年
の
計
５

年
必
要
と
な
る
。
そ
の
後
土
地
区
画
整
理
事
業
ま
た
は
地
区

計
画
等
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
密
集
市
街
地
の
整
備
に
は
合
意
形
成
を
含
め
粘
り
強
い

話
し
合
い
と
長
い
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
住
民
か
ら
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
解
決
方
法
が
あ
る
の
か
共
に
考
え
、
提
案
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答

石
﨑
　
　
徹

「
子
ど
も
た
ち
に
本
当
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
給
食
」

の
食
材
を
地
産
地
消
で
地
域
創
生
。

生
鮮
食
品
に
つ
い
て
は
、
公
立
園
で
は
兵
庫
県
産
な
ど

国
産
で
地
産
地
消
の
食
材
使
用
を
心
が
け
て
い
る
。
有

機
栽
培
の
食
材
を
給
食
に
使
用
す
る
際
の
課
題
と
し
て
、
各

園
で
の
量
の
確
保
、
食
材
の
納
入
価
格
が
現
在
の
倍
以
上
の

価
格
と
な
る
な
ど
、
食
材
費
用
の
負
担
増
が
考
え
ら
れ
る
。

　
乳
幼
児
期
の
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
心
と
体

を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
有
機
栽
培
の
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
は
摂
取
す
る

残
留
農
薬
や
環
境
面
で
負
担
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
大
変

よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
安
定
し
た
納
品
数
の
確
保
や

価
格
面
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
に
つ
い
て
は
研

究
し
て
い
き
た
い
。

多
く
の
若
者
が
高
砂
市
の
政
策
形
成
や
町
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
画
し
、意
見
を
述
べ
、生
き
生
き
と
し
た
活
動

を
後
押
し
す
る
に
は
。

子
ど
も
・
子
育
て
・
若
者
会
議
に
若
者
部
会
を
お
き
、

若
者
か
ら
の
意
見
を
施
策
の
参
考
と
し
て
い
る
。

　
現
在
、
若
者
参
画
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
若

者
が
市
の
施
策
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
を
確
保
し
、
若
者
が
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
若
者
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

高
砂
市
で
あ
る
よ
う
、
大
学
や
高
校
等

と
の
連
携
協
定
も
活
用
し
た
新
た
な
方

策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問 答若
者
の
市
政
参
画
推
進
に
つ
い
て

答 オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を

学
校
園
給
食
に 

ほ
か

横
田
　
英
樹

市
民
が
市
政
に
関
心
を
持
ち
主
体
性
を
も
っ
て
市
民
活
動

に
取
り
組
む
仕
組
み
に
つ
い
て
。

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
協
力
し
な
が
ら
互
い
を
尊

重
し
、
補
い
合
い
、
対
等
の
立
場
で
共
通
の
目
的
に
取

り
組
む
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　
特
に
地
域
の
自
治
会
活
動
を
は
じ
め
、
市
民
提
案
型
地
域

協
働
推
進
事
業
「
夢
の
シ
ロ
」
や
未
来
戦
略
推
進
活
動
支
援

事
業
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
の
環
境
保
全
活
動
な

ど
で
も
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
地
域
貢
献
活
動
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
課
題
に

対
し
、
今
以
上
に
市
民
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
お
互
い
に
関

心
を
持
ち
、
と
も
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
が
様
々
な
事
に
興
味
を
持
ち
、深
く
知
る
こ
と
で

大
き
な
成
長
に
つ
な
が
る
。発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

各
各
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
考
え
を
発
表

し
、
自
分
と
異
な
る
他
者
の
考
え
を
知
っ
た
り
、
話
し

合
っ
た
り
、
共
感
し
た
り
し
な
が
ら
学
習
を
深
め
る
、
子
ど

も
中
心
の
授
業
改
善
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る

た
め
に
も
、
引
き
続
き
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
教

育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
行
政
評
価
の
あ
り
方

・
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
対
応
・
心
の
教
育「
徳
育
」

・
教
育
振
興
基
本
計
画

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

・
専
門
職
の
採
用
、育
成

問問 答答 市
民
協
働
参
画
推
進

岩
見
　
　
明

幅
員
３
ｍ
未
満
の
道
路
沿
い
に
あ
る

市
街
地
の
整
備
と
防
災
に
つ
い
て

保
護
者
の
方
か
ら
は
「
負
担
が
減
っ
た
、
家
計
が
助
か

る
」
と
の
評
価
を
聞
い
て
い
る
が
、
保
育
士
の
確
保
や

処
遇
改
善
が
必
要
だ
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

保
育
士
の
人
材
確
保
の
工
夫
と
し
て
正
規
職
員
採
用
の

際
、
経
験
者
採
用
と
し
、
受
験
要
件
の
年
齢
を
35
歳
ま

で
と
幅
広
く
と
っ
て
い
る
。
初
任
給
に
つ
い
て
も
、
経
験
者

と
し
て
の
前
歴
を
加
算
し
た
額
と
な
っ
て
お
り
、
昇
任
に
つ

い
て
も
一
定
の
配
慮
が
あ
る
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
以
前
よ
り

市
独
自
で
各
民
間
園
に
対
し
て
施
設
型
給
付
費
と
合
わ
せ
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
費
の
補
助
を
行
い
、
民
間
園
の
保
育
士

の
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
。
公
立
園
に
つ
い
て
も
、
来
年

度
か
ら
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
給
与
面
や
休
暇
な
ど
の
処
遇
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
保
育
士
が
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
の
保
育
が
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

ど
う
す
る
の
か
活
用
方
法
と
手
順
は
。
ま
た
周
辺
道
路

の
拡
幅
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

庁
内
委
員
会
で
の
調
査
検
討
の
結
果
を
受
け
、
売
却
す

る
方
針
と
し
た
。

　
竜
山
中
筋
準
幹
線
道
路
の
中
筋
住
宅
跡
地
に
接
す
る
区
間

と
、
西
側
の
市
道
伊
保
３
０
６
号
線
及
び
南
側
の
市
道
伊
保

2
9
7
号
線
に
つ
い
て
は
、
跡
地
を
売
却
す
る
際
に
道
路
拡

幅
を
条
件
づ
け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
跡
地
売
却
に
向
け
、
中
筋
住
宅
内
の
市
道
認
定
路

線
の
廃
止
を
す
る
と
と
も
に
、
跡
地
内
の
市
営
住
宅
の
用
途

廃
止
の
手
続
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ
い
て

問問 答答 幼
児
教
育
・

保
育
無
償
化
に
つ
い
て 

ほ
か
砂
川
　
辰
義

多
く
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
た
め
池
に
舞
い
降
り
、お
お
ぜ
い

の
人
々
が
見
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。た
め
池
こ
う
の
と
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
機
会

を
活
か
し
、素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
り
、山
も
里
も
海

も
、よ
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
、住
民
市
民
の
自
尊
感

情
の
醸
成
を
図
る
事
が
必
要
だ
。よ
り
一
層
の
施
策
に
よ
り
街

の
賑
わ
い
に
も
寄
与
で
き
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
は
地
域
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の

た
ま
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
飛
来
と
定
着
を
進
め
る

た
め
に
、
人
口
巣
塔
の
増
設
や
ケ
ー
ジ
で
の
飼
育
な
ど
を
含

め
た
環
境
整
備
に
向
け
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
住
み
や
す
い
環
境

を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

　
市
の
地
域
資
源
に
加
わ
る
こ
と
で
地
元
へ
の
愛
着
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
豊
か
な
海
を
目
指
す
た
め
、
た
め
池
の
「
か
い
ぼ
り
」
作

業
等
の
環
境
改
善
の
行
動
に
、
地
域
と
と
も
に
漁
業
者
も
参

加
し
、
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
海
の
環
境
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
学
校
な
ど
で
地
元
漁
業
者

の
協
力
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
学
習
を
し
て
い
る
。

地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
、
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成

し
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
策
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
高
砂
市
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
が
多

く
の
人
に
伝
わ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
魅
力
や
資
源
に
は
事
業
も
含
ま
れ
て

い
る
。施
設
や
事
業
の
積
極
的
な
公
開
、

説
明
で
理
解
を
い
た
だ
き
、
地
域
へ
の

愛
着
に
つ
な
が
り
、
自
尊
意
識
の
醸
成

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

中
筋
住
宅
跡
地
利
用
に
つ
い
て

発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
教
育

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
う
ま
ち
を

目
指
し
て

川
端
　
宏
明

地
区
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

は
、地
域
力
を
支
え
る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
有
用
で
あ

る
。フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
身
に
つ
け
た
地
域
担
当
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
の
活
性
化
に
は
、
と
り
わ
け
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

が
あ
り
、
地
域
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
人
材
、
地
域
間
あ
る
い
は
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
と
も
に
支
え
て
い
く
人
材
を
発
掘
し
、
育
成

し
、
そ
の
行
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
事
業
を
通
じ
て

培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

仕
組
み
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

複
合
的
な
苦
悩
を
抱
え
る
家
庭
に
対
応
で
き
る
よ
う
窓

口
の
一
本
化
が
必
要
で
あ
る
。８
０
５
０
問
題
で
課
題
と

な
る
中
高
年
ひ
き
こ
も
り
へ
の
支
援
に
も
即
応
で
き
る
家
庭

問
題
総
合
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
が
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
直
接
相
談
を

受
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
家
庭
問
題
総
合
窓
口
は
、
新
庁
舎
が
で
き
る
中
で
相
談
窓

口
と
い
う
考
え
の
中
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
協
働
・
共
生
を
促
進
す
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
養
成
に
つ
い
て

・
意
見
交
換
会
の
第
5
次
総
合
計
画

へ
の
反
映
に
つ
い
て

・
「
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」

の
連
携
協
約
に
お
け
る
波
及
効
果
に

つ
い
て

問答問答 ２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
協
働
・

共
生
を
促
進
す
る
方
策
に
つ
い
て 

ほ
か
芝
本
　
鎮
彰

問答

潜
在
化
す
る
社
会
的
孤
立
『
８
０
５
０
問
題
』
に
つ
い
て
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、学
習
支
援
の
充
実
を
求

め
ま
す
。児
童
扶
養
手
当
は
毎
月
支
給
す
る
こ
と
と
し
、

小
中
学
校
の
朝
食
支
給
で
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を
。

対
象
者
を
限
定
し
な
い
学
習
支
援
と
し
て
、
放
課
後
に

教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
地
域
人
材
を
活
用
し
た
補
充
学
習
等

を
推
進
事
業
に
取
り
組
み
、
今
年
度
か
ら
各
校
の
実
施
時
間

数
を
増
や
し
、
学
習
習
慣
の
定
着
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
２
箇
月
に
１
回
に
な
っ
て
い
る
。
受
給

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
他
市
の
貸
付
等
に
つ
い
て
の
研

究
は
し
て
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
の
朝
食
の
状
況
は
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
個
々
の
子
ど
も
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
形
の
指
導
が

必
要
と
な
る
と
思
う
。

「
８
０
５
０
」問
題
に
つ
い
て
、支
援
的
就
労
の
た
め
に
、

「
就
労
推
進
条
例
」を
求
め
ま
す
。当
事
者
と
経
験
者
が

集
ま
り
経
験
を
共
有
で
き
る
居
場
所
作
り
を
求
め
ま
す
。

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
勤
労
福
祉
財
団
や
あ

か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
、
就
職

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
市
の
保
有
す
る
施
設
を
活
用
し
、
高
砂

市
域
に
お
け
る
若
年
者
、
女
性
、
高
年
齢
者
等
多
様
な
人
材

の
活
躍
促
進
及
び
市
内
企
業
の
人
材
確
保
対
策
を
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
、
高
砂
市
と
加
古
川
公
共
職
業
安
定
所
が
共

働
し
て
高
砂
市
ミ
ニ
面
接
会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
来
年
度
か
ら
本
格
実
施
に
向
け
、
今
年
度
は
試
験
的
な

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
共
有
で
き
る
居
場
所
の
設
置
は
し
て
い
な
い
が
、
兵
庫
ひ

き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
播
磨
ブ
ラ
ン
チ
を
紹
介
し
て

い
る
。

問問 答答 子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て 

ほ
か
大
西
　
由
紀

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
政
策
と
、市
民
の
住
宅
の
改
善

を
促
進
し
て
、若
者
定
住
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、ま
ち

づ
く
り
に
も
有
効
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
あ
る

高
齢
者
住
宅
改
造
助
成
金
制
度
や
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
に
よ
り
推
進
し
対
応
し
て
い
る
。

　
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
企
業
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
高
砂
商
工
会
議
所
が
経
営
発
達
支

援
計
画
を
作
成
し
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
援

し
て
い
る
。
会
議
所
だ
け
で
な
く
市
及
び
公
的
な
支
援
機
関
、

地
域
の
民
間
金
融
機
関
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
地
域

ご
と
に
総
力
で
取
り
組
む
計
画
に
見
直
さ
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
来
年
度
に
商
業
活
性
化
基
本
計
画
の
更
新
を
行
う
た

め
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
施
策
も
視
点
に
入
れ
た
計
画

内
容
へ
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」を
教
職
員
と
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
学
ぶ
副
読
本
と
指
導
書
の
作
成
を
求
め
、校
則
に
つ

い
て
、ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
生
徒
会
で
定
期
的
に
議
論
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
人
権
教
育
資
料
に
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
取
り
上
げ
た
教
材
が
あ
り
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る
。

　
校
則
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
部
分
は
学
校
と
話
を
し
、
子

ど
も
た
ち
の
体
と
心
を
し
っ
か
り
と
成
長
さ
せ
る
う
え
で
大

切
な
も
の
か
は
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
中
学
校
に

は
意
見
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
、
生
徒
会
の
役
員
の
生

徒
が
回
収
し
、
そ
の
意
見
を
も
と
に
生
徒
総
会
で
議
論
し
、

先
生
方
に
対
し
て
伝
え
て
い
く
と
い
う
形
で
機
能
し
て
い
る
。

問問 答答 住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度 

ほ
か
坂
辺
　
勝
彦

第
２
次
食
育
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
お
よ
び
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
。

平
成
28
年
度
に
行
っ
た
第
２
次
食
育
推
進
計
画
の
最
終

評
価
で
は
、
心
と
体
の
健
康
の
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
を
啓
発
す
る
こ
と
、
地
元
で
採
れ
た

農
水
産
物
や
郷
土
の
食
文
化
を
伝
え
る
こ
と
、
食
品
の
安
全

性
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
、
非
常
食
の
備
蓄
を
啓
発

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
整
理
し
た
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
の
計
画
で
は
、
食
文
化
の
継
承
と
し
て

「
郷
土
料
理
を
作
れ
る
人
」、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
と
災
害

対
策
の
情
報
提
供
と
し
て
「
非
常
食
の
備
蓄
を
し
て
い
る

人
」、
食
に
関
す
る
情
報
発
信
と
推
進
体
制
の
拡
充
と
し
て

「
食
育
の
言
葉
と
意
味
を
知
っ
て
い
る
人
」
の
割
合
を
増
や

す
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
て
い
る
。
変
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
、
取
り
組
み
内
容
を
改
善
し
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
計
画
の
進
捗
評

価
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

高
砂
市
総
合
教
育
会
議
で
の
意
見
要
望
に
対
す
る
市
長

の
受
け
止
め
に
つ
い
て
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
今
後
の
社
会
に
お
い
て
は
必
須
の
技
術

で
あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
分
け
隔
て
な
く
身
に
つ

け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
国
の
補
正
予
算
を
最
大
限

有
効
に
活
用
す
る
よ
う
、
予
算
編
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
食
育
と
眠
育
の
関
係
性
に
つ
い
て

・
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
に
つ
い
て

・
特
別
教
室
、体
育
館
へ
の
空
調
設
備
計

画
に
つ
い
て

問答問答 食
育
お
よ
び

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ほ
か
に
つ
い
て
山
田
　
光
昭

こ
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、学
習
支
援
の
現
状
や
今

後
は
。

学
習
支
援
事
業
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
積
極
的
に
庁

外
に
出
て
い
き
、
子
ど
も
の
家
庭
環
境
に
直
接
触
れ
、

各
家
庭
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
保
護
者
に
も
寄
り
添
う
支
援
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
支
援
を
行
え
る
よ
う
、

今
後
は
現
在
の
生
活
困
窮
者
相
談
支
援
事
業
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
学
習
支
援
事
業
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

　
大
学
進
学
に
向
け
て
の
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
研

究
段
階
で
あ
る
が
、
現
在
の
国
あ
る
い
は
育
英
会
な
ど
の
支

援
を
紹
介
し
て
い
る
。

各
公
民
館
の
単
位
で
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
職
員
の
配
置
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
市
民
生
活
の
多
様
化
な
ど
に
よ

り
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
地
域
の
課
題
解
決
の
場
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
な
ど
、環
境
づ
く
り
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、地
域
住
民
の
活
動
支
援
機
能
を
持
ち
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
、
地
域
福
祉
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
資
す
る
た

め
の
活
動
拠
点
と
な
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

　
な
お
、
現
在
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
等
で
対
応
し
て
い
る
地

域
の
相
談
機
能
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
一
つ
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て

子
ど
も
の
権
利
条
約

こ
ど
も
の

貧
困
対
策
に
つ
い
て 

ほ
か

鈴
木
　
利
信

市
立
小
中
学
校
な
ど
の
施
設
利
用
者
に
対
し
、土
日
夜
間

に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
る
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。ま
た
、公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
使
え
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

学
校
に
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
学
校
施
設
内
で
誰

の
目
に
も
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
職
員
玄
関
等
に

設
置
し
て
い
る
が
、
夜
間
や
土
日
に
は
教
職
員
が
い
な
い
た

め
施
設
は
施
錠
し
て
い
る
。
夜
間
や
土
日
に
緊
急
事
態
が
発

生
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
て
き
た
い
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公
共
施
設
の
屋
外
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
市
民

が
利
用
し
や
す
い
環
境
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。今
後
、

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の

公
共
施
設
の
屋
外
設
置
や
24
時
間
対
応
可
能
な
設
置
場
所
が

な
い
か
な
ど
、
問
題
点
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
考
え
た
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
。ま
た
、学
校
へ
の
階
段
昇
降
機
の
設

置
や
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

体
育
館
は
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
移
動
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
学
校
の
体
育
館
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
設
備
は
荒
井
小
学

校
、
阿
弥
陀
小
学
校
、
伊
保
小
学
校
及
び
鹿
島
中
学
校
に
設

置
し
て
い
る
。そ
の
他
の
学
校
で
車
い
す
を
使
用
す
る
児
童
・

生
徒
を
受
け
入
れ
る
際
に
は
階
段
昇
降
機
を
使
用
し
て
い

る
。
昇
降
機
は
購
入
後
年
数
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
よ
り

使
い
や
す
く
配
慮
さ
れ
た
も
の
に
更
新
し
た
い
。

　
学
校
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
、
性
能
に
加
え
、
避
難
所

と
し
て
の
機
能
を
確
保
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答 学
校
や
公
共
施
設
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て 

ほ
か

森
　
　
秀
樹

問答問答

新議場お披露目セレモニー

荒井中学校吹奏楽部の演奏
指定管理者の指定について

（高砂市工楽松右衛門旧宅）の表決

新議場が完成しました

議会運営にタブレット端末、電子表決を導入！
　新議場の完成に伴い、タブレット端末（ｉＰａｄ）及び電子表決を導入し
ました。タブレット端末については、今まで紙媒体だった議案、参考資料
を電子化し、本会議、委員会を
ペーパーレスで行うことにより、
業務の効率化や、印刷コスト等
の削減につながります。
　電子表決については、起立に
よって議案への賛否を表明して
いましたが、議場内のモニター
に議員個人の賛否を表示する
ことにより、表決の「見える」化
につながりました。

小学生が議会を傍聴しました
　米田小学校６年生の児童約130人が12月定例会（12月11日）の本会議を傍聴しました。本会議の様子を真剣に見学していました。

　令和元年10月27日（日）、新分庁舎竣工記念式典、内覧会、
新議場お披露目セレモニーを開催しました。セレモニーでは、
荒井中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏も行われました。
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、学
習
支
援
の
充
実
を
求

め
ま
す
。児
童
扶
養
手
当
は
毎
月
支
給
す
る
こ
と
と
し
、

小
中
学
校
の
朝
食
支
給
で
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を
。

対
象
者
を
限
定
し
な
い
学
習
支
援
と
し
て
、
放
課
後
に

教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
地
域
人
材
を
活
用
し
た
補
充
学
習
等

を
推
進
事
業
に
取
り
組
み
、
今
年
度
か
ら
各
校
の
実
施
時
間

数
を
増
や
し
、
学
習
習
慣
の
定
着
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
２
箇
月
に
１
回
に
な
っ
て
い
る
。
受
給

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
他
市
の
貸
付
等
に
つ
い
て
の
研

究
は
し
て
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
の
朝
食
の
状
況
は
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
個
々
の
子
ど
も
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
形
の
指
導
が

必
要
と
な
る
と
思
う
。

「
８
０
５
０
」問
題
に
つ
い
て
、支
援
的
就
労
の
た
め
に
、

「
就
労
推
進
条
例
」を
求
め
ま
す
。当
事
者
と
経
験
者
が

集
ま
り
経
験
を
共
有
で
き
る
居
場
所
作
り
を
求
め
ま
す
。

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
勤
労
福
祉
財
団
や
あ

か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
、
就
職

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
市
の
保
有
す
る
施
設
を
活
用
し
、
高
砂

市
域
に
お
け
る
若
年
者
、
女
性
、
高
年
齢
者
等
多
様
な
人
材

の
活
躍
促
進
及
び
市
内
企
業
の
人
材
確
保
対
策
を
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
、
高
砂
市
と
加
古
川
公
共
職
業
安
定
所
が
共

働
し
て
高
砂
市
ミ
ニ
面
接
会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
来
年
度
か
ら
本
格
実
施
に
向
け
、
今
年
度
は
試
験
的
な

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
共
有
で
き
る
居
場
所
の
設
置
は
し
て
い
な
い
が
、
兵
庫
ひ

き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
播
磨
ブ
ラ
ン
チ
を
紹
介
し
て

い
る
。

問問 答答 子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て 

ほ
か
大
西
　
由
紀

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
政
策
と
、市
民
の
住
宅
の
改
善

を
促
進
し
て
、若
者
定
住
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、ま
ち

づ
く
り
に
も
有
効
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
あ
る

高
齢
者
住
宅
改
造
助
成
金
制
度
や
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
に
よ
り
推
進
し
対
応
し
て
い
る
。

　
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
企
業
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
高
砂
商
工
会
議
所
が
経
営
発
達
支

援
計
画
を
作
成
し
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
援

し
て
い
る
。
会
議
所
だ
け
で
な
く
市
及
び
公
的
な
支
援
機
関
、

地
域
の
民
間
金
融
機
関
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
地
域

ご
と
に
総
力
で
取
り
組
む
計
画
に
見
直
さ
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
来
年
度
に
商
業
活
性
化
基
本
計
画
の
更
新
を
行
う
た

め
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
施
策
も
視
点
に
入
れ
た
計
画

内
容
へ
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」を
教
職
員
と
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
学
ぶ
副
読
本
と
指
導
書
の
作
成
を
求
め
、校
則
に
つ

い
て
、ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
生
徒
会
で
定
期
的
に
議
論
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
人
権
教
育
資
料
に
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
取
り
上
げ
た
教
材
が
あ
り
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る
。

　
校
則
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
部
分
は
学
校
と
話
を
し
、
子

ど
も
た
ち
の
体
と
心
を
し
っ
か
り
と
成
長
さ
せ
る
う
え
で
大

切
な
も
の
か
は
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
中
学
校
に

は
意
見
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
、
生
徒
会
の
役
員
の
生

徒
が
回
収
し
、
そ
の
意
見
を
も
と
に
生
徒
総
会
で
議
論
し
、

先
生
方
に
対
し
て
伝
え
て
い
く
と
い
う
形
で
機
能
し
て
い
る
。

問問 答答 住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度 

ほ
か
坂
辺
　
勝
彦

第
２
次
食
育
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
お
よ
び
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
。

平
成
28
年
度
に
行
っ
た
第
２
次
食
育
推
進
計
画
の
最
終

評
価
で
は
、
心
と
体
の
健
康
の
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
を
啓
発
す
る
こ
と
、
地
元
で
採
れ
た

農
水
産
物
や
郷
土
の
食
文
化
を
伝
え
る
こ
と
、
食
品
の
安
全

性
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
、
非
常
食
の
備
蓄
を
啓
発

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
整
理
し
た
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
の
計
画
で
は
、
食
文
化
の
継
承
と
し
て

「
郷
土
料
理
を
作
れ
る
人
」、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
と
災
害

対
策
の
情
報
提
供
と
し
て
「
非
常
食
の
備
蓄
を
し
て
い
る

人
」、
食
に
関
す
る
情
報
発
信
と
推
進
体
制
の
拡
充
と
し
て

「
食
育
の
言
葉
と
意
味
を
知
っ
て
い
る
人
」
の
割
合
を
増
や

す
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
て
い
る
。
変
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
、
取
り
組
み
内
容
を
改
善
し
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
計
画
の
進
捗
評

価
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

高
砂
市
総
合
教
育
会
議
で
の
意
見
要
望
に
対
す
る
市
長

の
受
け
止
め
に
つ
い
て
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
今
後
の
社
会
に
お
い
て
は
必
須
の
技
術

で
あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
分
け
隔
て
な
く
身
に
つ

け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
国
の
補
正
予
算
を
最
大
限

有
効
に
活
用
す
る
よ
う
、
予
算
編
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
食
育
と
眠
育
の
関
係
性
に
つ
い
て

・
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
に
つ
い
て

・
特
別
教
室
、体
育
館
へ
の
空
調
設
備
計

画
に
つ
い
て

問答問答 食
育
お
よ
び

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ほ
か
に
つ
い
て
山
田
　
光
昭

こ
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、学
習
支
援
の
現
状
や
今

後
は
。

学
習
支
援
事
業
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
積
極
的
に
庁

外
に
出
て
い
き
、
子
ど
も
の
家
庭
環
境
に
直
接
触
れ
、

各
家
庭
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
保
護
者
に
も
寄
り
添
う
支
援
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
支
援
を
行
え
る
よ
う
、

今
後
は
現
在
の
生
活
困
窮
者
相
談
支
援
事
業
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
学
習
支
援
事
業
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

　
大
学
進
学
に
向
け
て
の
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
研

究
段
階
で
あ
る
が
、
現
在
の
国
あ
る
い
は
育
英
会
な
ど
の
支

援
を
紹
介
し
て
い
る
。

各
公
民
館
の
単
位
で
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
職
員
の
配
置
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
市
民
生
活
の
多
様
化
な
ど
に
よ

り
、
身
近
に
相
談
で
き
る
人
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
地
域
の
課
題
解
決
の
場
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
な
ど
、環
境
づ
く
り
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、地
域
住
民
の
活
動
支
援
機
能
を
持
ち
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
、
地
域
福
祉
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
資
す
る
た

め
の
活
動
拠
点
と
な
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

　
な
お
、
現
在
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
等
で
対
応
し
て
い
る
地

域
の
相
談
機
能
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
一
つ
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て

子
ど
も
の
権
利
条
約

こ
ど
も
の

貧
困
対
策
に
つ
い
て 

ほ
か

鈴
木
　
利
信

市
立
小
中
学
校
な
ど
の
施
設
利
用
者
に
対
し
、土
日
夜
間

に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
る
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。ま
た
、公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
使
え
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

学
校
に
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
学
校
施
設
内
で
誰

の
目
に
も
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
職
員
玄
関
等
に

設
置
し
て
い
る
が
、
夜
間
や
土
日
に
は
教
職
員
が
い
な
い
た

め
施
設
は
施
錠
し
て
い
る
。
夜
間
や
土
日
に
緊
急
事
態
が
発

生
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
て
き
た
い
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公
共
施
設
の
屋
外
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
市
民

が
利
用
し
や
す
い
環
境
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。今
後
、

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の

公
共
施
設
の
屋
外
設
置
や
24
時
間
対
応
可
能
な
設
置
場
所
が

な
い
か
な
ど
、
問
題
点
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
考
え
た
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
。ま
た
、学
校
へ
の
階
段
昇
降
機
の
設

置
や
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

体
育
館
は
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
移
動
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
学
校
の
体
育
館
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
設
備
は
荒
井
小
学

校
、
阿
弥
陀
小
学
校
、
伊
保
小
学
校
及
び
鹿
島
中
学
校
に
設

置
し
て
い
る
。そ
の
他
の
学
校
で
車
い
す
を
使
用
す
る
児
童
・

生
徒
を
受
け
入
れ
る
際
に
は
階
段
昇
降
機
を
使
用
し
て
い

る
。
昇
降
機
は
購
入
後
年
数
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
よ
り

使
い
や
す
く
配
慮
さ
れ
た
も
の
に
更
新
し
た
い
。

　
学
校
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
、
性
能
に
加
え
、
避
難
所

と
し
て
の
機
能
を
確
保
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答 学
校
や
公
共
施
設
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て 

ほ
か

森
　
　
秀
樹

問答問答

新議場お披露目セレモニー

荒井中学校吹奏楽部の演奏
指定管理者の指定について

（高砂市工楽松右衛門旧宅）の表決

新議場が完成しました

議会運営にタブレット端末、電子表決を導入！
　新議場の完成に伴い、タブレット端末（ｉＰａｄ）及び電子表決を導入し
ました。タブレット端末については、今まで紙媒体だった議案、参考資料
を電子化し、本会議、委員会を
ペーパーレスで行うことにより、
業務の効率化や、印刷コスト等
の削減につながります。
　電子表決については、起立に
よって議案への賛否を表明して
いましたが、議場内のモニター
に議員個人の賛否を表示する
ことにより、表決の「見える」化
につながりました。

小学生が議会を傍聴しました
　米田小学校６年生の児童約130人が12月定例会（12月11日）の本会議を傍聴しました。本会議の様子を真剣に見学していました。

　令和元年10月27日（日）、新分庁舎竣工記念式典、内覧会、
新議場お披露目セレモニーを開催しました。セレモニーでは、
荒井中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏も行われました。
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障がい者団体等との意見交換会
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編集●市議会だより編集委員会

http://www.city.takasago.lg.jp/

高砂市議会だよりの表紙写真を公募しています。
詳しくは、高砂市議会ホームページをご覧ください。

高砂市手話言語条例を議員提案で策定しました

「横田英樹市議会議員の辞職を求める請願書」について

【手話言語条例とは？】
 手話が言語であるとの認識に基づき、ろう者及び手話に関す
る基本理念その他基本的な事項を定めることにより、全ての市
民が安心して暮らし、相互に人格と個性を尊重する共生社会
を実現することを目的とするものです。

【条例の一部を紹介】
 市の責務
 手話に対する市民の理解を促進し、ろう者の自立及び社会参加を支援するとともに、手話の普及並びに市民及び
 事業者が手話を使いやすい環境の整備に努めるものとする。

 市民の役割
 基本理念に対する理解を深め、手話に関する市の施策に協力するよう努めるものとする。

 施策の策定
 （1）手話への理解の促進及び手話の普及のための施策
 （2）手話に関する情報の提供及び手話を使いやすい環境整備に関する施策
 （3）手話による意思疎通の支援に関する施策
 （4）前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める施策

【策定の経緯】
 2019年６月………… 陳情採択
 2019年６月から …… 文教厚生常任委員会にて調査研究
 2019年９月から …… 高砂市ろうあ協会・手話サークルのじぎく会と意見交換
 2019年11月 ……… 高砂市心身障がい者連絡協議会との意見交換
 2019年12月 ……… 条例案提案・可決

　本請願は高砂市議会議員政治倫理条例にもとづく請求でないため、審査に一定の限界がありました。

審査期間
 ３回（令和元年12月12日、13日、16日）

経緯
　令和元年６月７日に開催された議会運営委員会で、審査等請求者と横田市議を参考人として招致し、双方納得の上で一定の事
実認定を行い、その判断として議長より口頭で注意を行いました。
　今回、市民2，970名の署名の重みを受け、請願者と横田市議を参考人として招致し、新たな事実の有無と前回以降の状況などを
中心に確認等を実施しました。
　前回、議長が横田市議に口頭注意で要請した「市民への説明責任」が十分に果たされていないと判断し再度注意した上で、謝
罪を要請する文書を示したところ、横田市議より請願者等に対し謝罪するとともに謝罪文が提出されました。

結論
 多数の意見として、「刑法の違反や公金の不正使途といった性質の事象ではない以上、議会としての審査には限界がある」「政
治倫理条例にもとづく特別委員会でないことから謝罪や説明が十分であるかどうかの最終判断は難しい」として不採択となりました。
　また、採択すべき意見として「議員に選ばれる前の事案であっても、直近の不正疑惑であることや、議員になってから発覚したもの
であることから、高砂市議会議員政治倫理条例第３条２項に反していると解釈し、議会は本請願を採択し辞職勧告を決議すべき」と
ありました。
　本件は不採択となりましたが、関係者への誠意ある謝罪とはどうあるべきかしっかり考え、今後の責任を必ず果たす必要があると
確認しました。

12 月
定例会号議会だより議会だより

令和元年12月定例会の日程 12月９日～12月20日（12日間）

12月　　  ９日
　　10日・11日
　　　   　12日
　　13日・16日

17～19日
　　20日

開会、市長の提案理由の説明
質疑
質疑、委員会審査
一般質問、委員会審査

手話言語条例成立を記念して

委員会審査
委員長報告、討論採決、閉会

タブレット端末、電子表決を導入！
高砂市手話言語条例を議員提案で可決！ 12

11

手話は言語である

ろう者への
理解の促進 手話の普及

手話の
使いやすい
環境の整備

全ての市民の
人格及び個性を尊重

ろう者の
社会参加の促進

3月定例会は、２月21日（金）開会予定です。

【基本理念】
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